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要旨 

ホルモン補充療法（hormone replacement therapy：HRT）は更年期症状の改善に有効である

が，特にアジア系民族において乳がん発生への影響はまだ十分に解明されていない．よっ

て，本研究では閉経前後の日本人女性における HRT と乳がん発生の関連を検証することを目

的とした．本研究は日本最大規模の商用の保険者ベースの保険請求・健診データベースを用い

た，Nested case-control  研究である．当該データベースに登録された全ての女性の内，追跡

開始月（cohort entry day: CED）時点で 45～54 歳の女性を対象とした．観察可能期間は 2006 

年 1 月から 2023 年 6 月までであり，この期間中に新たに乳がんを発症した女性を同定し，乳

がんを発症していない女性と 1：10  の割合で無作為に割り当てた．その際，年齢と CED で

マッチングも行った．HRT への曝露については，HRT の種類，投与経路，初回の処方の時

期，1  日の投与量に関して最終の処方時期との関連を考慮して分析を行う予定である．

HRT へ曝露していない女性を control とする．アウトカムである乳がんの新規発生は， ICD-

10  コードで定義した乳がんに確定診断コードと医薬品コードまたは診療行為コードの組合

せで判定した．多重補完法により欠測値を処理したデータに対し，層別ロジスティック回帰を

用い，オッズ比（odds ratio：OR）とその 95％信頼区間（confidence interval：CI）を推定し

た．すべてのモデルは，年齢，CED 受診年，特定健診結果，過去または現在の病歴・手術歴

で調整し，結果は Rubin’s rule に基づいて統合する予定である．13,370 名のケースに対し，

1,209,151  名のコントロールの候補から 133,480  名のコントロールのマッチングがマッチン

グされた．年齢の平均と標準偏差（SD）はケース群が 47.9 (3.0)  歳，コントロール群 
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A. 研究の背景と目的 

乳がんは女性における全がんの 30％を占

めており最も罹患率が高く 1，労働生産年齢

の女性におけるがん関連死亡の主な原因と

なっている 2,3．さらに，乳癌の罹患率は徐々

に上昇しており 2,3，予防，早期発見，治療

戦略の必要性が重要視されている． 

ホルモン補充療法（HRT）は，更年期症状

に対して処方される他，骨折，糖尿病，大腸

がんなどの予防にも寄与する 4． しかし，

HRT の中でも，特にエストロゲン単剤では

なくエストロゲンと併用されるプロゲスチ

ンは，乳がんリスクをわずかに上昇させる

ことを示唆するエビデンスがある 4-14．さら

に，HRT の種類と治療の開始時期は乳癌リ

スクに影響する可能性が示唆されている

が，まだこの点について十分なコンセンサ

スは得られていないのが現状である 4,7,9． 

HRT と乳癌リスクに関する先行研究のほ 

とんどは，欧米人集団を対象としたもので 

あり 4-13， アジア人女性や日本人女性を対 

象とした研究はほとんどない 14 , 15．乳癌罹患 

率には地域差があり，経済状況やライフス 

タイル，生物学的差異などの要因によって，米

国ではアフリカやアジアに比べて罹患率 が

高い 1,16,17． 例えば，Body mass index（BMI）が

低い閉経前後女性は，BMI が高い女性に 比

べて，HRT 曝露後の乳癌発生リスクが高 

い 6,7．さらに，アジアでは欧米諸国と比較

して乳癌の発生年齢が低い傾向にあり，癌

の発生機序に違いがある可能性が示唆されて

いる 17．さらに，日本のデータを利用した先

行研究 15 では，不死時間バイアス 18 や，乳

癌罹患率の特定に診断コードのみを使用し

ているためアウトカムの誤分類の可能性が高

いなど，いくつかの限界点があった 19．した

がって，欧米諸国の研究で得られた知見

を，アジアや日本の女性に適用する際には

注意が必要である． 

これらの限界を克服するため，本研究で

は，日本最大規模の商用の保険者ベースの

保険請求・健診データベースを用いて，日本

の閉経前後女性におけるHRT と乳がんの新

規発生との関係を明らかにすることを目的

とした．より厳密なデザイン・統計解析を適

用し，不死バイアスなどの潜在的なバイア

スに対処することで，乳癌リスクに対する 

HRT の影響についてより詳細な結果を明ら

かにすることで，より良い意思決定をする

情報源となることが期待される． 

 

B. 方法 

本研究は，株式会社 JMCD が保有する保

険者ベースの保険請求・健診データベース 

（以下，JMDC Claims DB）を用いた Nested 

case-control 研究である．本研究は，匿名化 

が 47.9 (3.0) 歳であった．HRT への曝露割合は，ケース群で 4.71%，コントロール群で 4.20%

であり，乳癌発生の粗 OR と 95%CI は 1.135 [1.041, 1.237]であった．加えて，HRT への曝露

期間が長くなるほど乳がん発生の OR が高くなっており，特に曝露期間が 3 年以上になると

粗 OR は 2.5 を超えていた．これらの結果は，未調整の結果であるため解釈には注意が必要

であるが，海外の先行研究と同様の方向性を示した．今後は交絡の影響を調整しつつ，HRT

の種類（エストロゲン単独，エストロゲン・プロゲスチンの合剤）や投与経路（内服，外用

薬，注射，膣錠）などを考慮した解析を進めていく予定である． 
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されたデータを利用するため，インフォー

ムド・コンセントの取得は不要である．なお

本研究の研究計画は，秋田大学施設審査委

員会の承認を得た（承認番号：3016）．本研

究 は ， Strengthening the Reporting of 
Observational  Studies  in  Epidemiology 

（STROBE）報告ガイドラインに従って報

告した 20．本研究で用いる，主要な用語とそ

の定義を表 1 に，本研究のデザイン図を補 

足資料 1 に示す． 

 

データソース 

日本の医療保険制度は，被用者保険，自営 業

者や無職の人を対象とした国民健康保険， 

75 歳以上を対象とした高齢者医療制度の 3 

つで構成されている．JMDC Claims DB には， 

2005 年以降の 1 億 2000 万人以上の被保険 

者とその被扶養者に関する基本情報，保険 

請求データ，特定健診結果が含まれている．こ

れらのデータは，200  以上の中～大企業の 

健康保険組合から収集されている 21 , 22．本研 

究の観察可能期間は 2005 年 1 月から 2023 

年 6 月までである． 

 

想定する母集団 

本研究の対象集団は更年期前後女性であ

る．適切な追跡期間を確保するため，CED 

時点で 45 歳以上 55 歳未満の女性を対象と

した．これは，本研究の観察可能期間におい

て 80%以上の中～大企業は定年退職の年齢

を 60 歳と定めていたこと 23,24， データソ

ースが健康保険組合であるため， JMDC 

Claims DB には 65 歳以上のデータ数は限ら

れており，75 歳以上のデータは含まれてい

ないこと 21,22，乳がん発症に対する HRT の

誘導期間は約 5 年であること 6,7,25 が理由で

ある． 

また，以下の基準のいずれかに該当する

女性は対象から除外した：(1)prevalent user

バイアス 26,27 を減らすために，CED 前 1 年

以内（ウォッシュアウト期間）15 に，WHO 

Anatomical Therapeutic Chemical (ATC)分類

で G03C（エストロゲン）または G03F（プ

ロゲステロンおよびエストロゲン）に分類

される HRT を受けた可能性のある者を除

外；(2)JMDC データベースへ登録された月

から CED までの期間に，乳房悪性腫瘍と診

断された者，または乳房切除術を受けた者 6

を除外（補足資料 2〜3 を参照）；(3)未診断

の乳がんに関連する症状のために，乳がん

の診断を受ける前にHRT を中止した可能性 

（protopathic bias28）を最小化するために， 

CED から ED または観察期間終了までの期

間が 1 年未満の者 6 を除外．最後に，本研究 
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の対象となるすべての女性を，CED から以

下のイベントの最も早い発生時点まで追跡

した：（1 )乳癌発症，（2)何らかの理由（死亡，

退職を含む）による資格喪失 ，または(3)観

察期間終了（2023 年 6 月）． 

 

ケースの定義と特定 

乳がんの新規発生は，先行研究にて確立

された乳がん罹患を定義するためのアルゴ

リズム 19,29 に則り，国際疾病統計分類第 10

改訂版（ICD-10）に基づく診断コード，医薬

品処方，診療行為を組み合わせて定義した．

少なくとも 1 回の確定診断コード（C50）が

付与され（基準 1）かつ，診断コードが付与

された月から 1 年以内に少なくとも 1 回の

医薬品コード（基準 2）または手術，化学療

法，放射線療法を含む診療行為（基準 3）の

いずれかが付与されていれば，乳がんであ

ると判定した．初回の診断月から 1 年とい

う期間設定の理由は，ほとんどの初回治療

が初回診断後 6 ヵ月以内に開始されること

と，6 ヶ月期間を長くとることで，偽陰性の

リスクを最小化することである． 

基準 1 については，以下の診断コードを

持つ患者は再発例の可能性が高いため除外し

た：「術後乳癌」（1749004），「乳癌局所再発」

（8849815），「再発乳癌」（1749009），「乳癌

胸壁再発」（8849816）．さらに，「乳房肉腫」 

（ 1749017 ），「 悪性フィロデス腫瘍」  

（8842665），「乳房脂肪肉腫」（8845025），「乳

房血管肉腫」（8848646），「乳房線維肉腫」 

（8848647）など，乳がんとは異なる起源を

持つ肉腫やその他の悪性腫瘍も除外した．

上記のアルゴリズムとコードリストは，乳

腺外科専門医（研究協力者：寺田）および放

射線腫瘍専門医（研究協力者：和田）による 

レビューを経て確定した（補足資料 4〜6 を

参照）． 

 

コントロールの選択 

コントロールの候補 は，観察期間中に 

ICD-10 に基づく確定診断コード（C50）の

ない女性とした．各症例は，1：10 の割合で 

10 人のコントロールと無作為にマッチング

された 30,31．Incident density サンプリング 32

を用い，CED 時の年齢（±3 ヶ月）と CED の

年（±2 年）でマッチングした．マッチング

は，Time window バイアス 32 を最小化する

ために行った．また，日本産科婦人科学会と

日本女性医学学会が 2017 年に HRT に関す

るガイドライン 33 を発表したため，チャネ 

リングバイアス 18 を一部軽減するために行

った． 

 

曝露の定義と測定 

本研究では，HRT を ATC コード G03C ま 

たは G03F15 に分類され，かつ観察可能期間 

中に日本で広く使用された薬剤と定義した． 

HRT コードのリストは，産婦人科専門医（研 

究分担者：寺内）との協議により最終決定し 

た（補足資料 7 を参照）．HRT への曝露は，

曝露評価期間中（CED から ED 前 12 ヵ月の 

前月まで）に，女性がコードリストに記載さ れ

た最初の処方を受けた月と定義した．乳 が

んと診断されていない時期に生じている 症

状のために，診断を受ける前に HRT を中止

す る こ と に よ り 生 じる バ イ ア ス   

（protopathic バイアス 2 8）のリスクを軽減す

るために，ED 前の 1 年間に記録された処方

の情報は解析から除外した．曝露評価期間

中に補足資料 7 に記載された処方（ATC コ

ード：G03C，G03D，G03F）を受けなかった 
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女性は未曝露と分類し，参照カテゴリーと

した．HRT への曝露は，薬剤の種類，投与

方法，累積処方期間，最終曝露の時期，初回

の処方開始時期，1 日投与量を考慮して解析

した．理由は，これらの要素は乳がん発生リ

スクと関連する可能性があるためである 

4,7,9． 

HRT の種類と適用方法については，エス 

トロゲンのみとエストロゲン・プロゲステ 

ロンの 2 つに分類した．「エストロゲンのみ」

とは，女性が曝露評価期間中にエストロゲ 

ンのみ（ATC コード：G03C，補足資料 1 の 

表 6 に記載）の処方を受けた場合を示す． 

「エストロゲン・プロゲステロン」は，女性

が期間中に G03C と G03D の組み合わせ， 

G03F 単独，または両者を処方された場合を

示す．さらに，「エストロゲンのみ」はさら

に，エストラジオール，エストリオール， 

（経口）結合型エストロゲンの 3 つのサブ

カテゴリーに分類する．「エストロゲン・プ

ロゲステロン」はさらに，以下の 5 つのサ

ブカテゴリーに分類する：（経口）メドロキ

シプロゲステロン（任意のエストロゲンと

併用），（経口）プロゲステロン（任意のエス

トロゲンと併用），（経口）ジドロゲステロン 

（任意のエストロゲンと併用），（経皮）酢酸 

ノルエチステロン含有エストラジオール， 

および（経口）レボノルゲストレル含有エス 

トラジオール．エストラジオールまたはエ 

ストリオールを処方された女性については，

投与方経路を次のように分類した：エスト 

ラジオールは経口，経皮，筋肉内注射；エス 

トリオールは経口，膣，または筋肉内注射． 

HRT の累積使用期間は，曝露評価期間中

の総処方期間を日数で計算した．日本では 

HRT は通常 3 ヵ月ごとに処方されるため， 

処方間の 90 日未満の空白期間（gap period）

を考慮して計算した．次に，HRT の使用期

間を次のように分類した：未使用（0），1 年

未満，1-2 年（≧1 かつ＜3），3-4 年（≧3 か

つ＜5），5 年以上（≧5）．さらに，最後の処

方終了から ED 発症前 1 年間の間隔を，1～ 

2 年（≧1 かつ＜3），3～4 年（≧3 かつ＜5）， 

5 年以上（≧5）に分類する．最終処方の時

期については，1-2 年または 3-4 年であれば

最近，5 年以上であれば過去とする．最後に，

本研究では処方開始時期を 45～49 歳（≥ 45

歳かつ 50 歳未満），50～54 歳（≥ 45 歳かつ 

50 歳未満），55  歳以上 に分類する． 

投与量に関しては，プロゲステロンの 1

日投与量に着目し分類する予定である．こ

れらのカテゴリーを用いて，HRT への曝露

期間の違いを，最後の曝露の新しさについ

て分析した． 

 

共変量 

CED およびED 時の年齢 ，特定健康の結

果，および過去または現在の病歴／手術歴

をベースラインの共変量として収集する 

（補足資料 1）．BMI，飲酒頻度，喫煙状況，

身体活動レベルは，共変量評価期間中の最

新の特定健診 34 の結果を取得する（CED の

最大 24 ヵ月前から CED まで）．過去また

は現在の病歴／手術歴には，共変量評価期

間中（JMDC データベースに登録した日か

ら CED まで）の，乳がんを除くがんの既往

歴 35,36，良性乳腺腫瘍，2 型糖尿病 37，うつ

病 38，骨粗しょう症 39，および卵巣摘出また

は子宮摘出の既往歴が含まれた．乳房良性

腫瘍，卵巣摘出術，子宮摘出術のコードリス

トは，産婦人科専門医（研究分担者：寺内）

および乳腺外科医（研究協力者：寺田）との 
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協議を経て最終決定された．補足資料 8 に

病歴／手術歴を定義するためのすべてのコ

ードリストは，補足資料に示した表示され

ている． 

 

統計分析 

統計解析はすべて R (R Foundation for 

Statistical Computing; Vienna, Austria)内で行

う．健診結果の欠測値は，"mice"パッケージ 

40 による多重補完法を用いて処理する．乳

がん発生とHRT へのさまざまな曝露との関

連を評価するために，マッチング変数で層

別化した条件付きロジスティック回帰を用

いて，オッズ比（OR）とその 95％信頼区間 

（CI）を推定する．モデルには，交絡因子と

して前述の全ての共変量を含める．これら 

の関連は，フォレストプロットを用いて可

視化する予定である． 

 

C. 暫定の結果 

対象者の選択のフローは表 2 に示した。

最終的に，13,370 名のケースと 1,209,151 名

のコントロールの候補が抽出され，コント

ロールの候補から 133,480 名がマッチング

された．年齢の平均と標準偏差（SD）はケ

ース群が 47.9 (3.0) 歳，コントロール群が 

47.9 (3.0) 歳であった．HRT への曝露割合は， 

ケース群で 4.71%，コントロール群で 4.20%

であり，乳癌発生の粗 OR と 95%CI は 1.135 

[1.041, 1.237]であった（表3 ）．加えて，HRT

への曝露期間が長くなるほど乳がん発生の 

OR が高くなっており，特に曝露期間が 3 年 
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以上になると粗 OR は 2.5 を超えていた（表 

3）． 

 

D. 今後の方針 

先行研究より，HRT への曝露と乳がん発

生の関連は薬剤のタイプや投与経路，処方

開始の時期，最終処方の時期などで異なる

可能性が示唆されているため，方法の項に

て記載した曝露の条件を考慮しつつ，多重

補完で欠測値の処理や共変量で調整した解

析を進める予定である． 
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補足資料 1：本研究のデザインの詳細 
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補足資料 2：除外基準（乳房の悪性腫瘍）に該当するコードリスト 
 

ICD-10 Codes HICRRS Illness Codes Names in Japanese 

C500 20072604 乳房パジェット病 

C500 20093766 乳頭部乳癌 

C500 20093767 乳輪部乳癌 

C501 20079567 乳房中央部乳癌 

C502 20079568 乳房上内側部乳癌 

C503 20079569 乳房下内側部乳癌 

C504 20079570 乳房上外側部乳癌 

C505 20079571 乳房下外側部乳癌 

C506 20101696 腋窩部乳癌 

C508 20093765 乳房境界部乳癌 

C508 20101549 異所性乳癌 

C509 20054921 炎症性乳癌 

C509 20064279 術後乳癌 

C509 20072471 乳癌 

C509 20072473 乳癌再発 

C509 20072530 乳腺悪性腫瘍 

C509 20072606 乳房悪性腫瘍 

C509 20072647 乳房肉腫 

C509 20087445 悪性葉状腫瘍 

C509 20087536 進行乳癌 

C509 20092871 乳房脂肪肉腫 

C509 20101331 乳房血管肉腫 

C509 20101332 乳房線維肉腫 

C509 20101550 多発乳癌 

C509 20101552 浸潤性乳管癌 

C509 20101553 乳頭腺管癌 

C509 20102233 乳腺充実腺管癌 

C509 20102235 乳腺硬癌 

C509 20103570 乳癌術後胸壁再発 

C509 20103572 乳癌局所再発 

C509 20103582 ＨＥＲ２陽性乳癌 

C509 20107343 ＨＥＲ２低発現乳癌 

C509 20107345 浸潤性小葉癌 
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補足資料 3：除外基準（乳房切除術歴）に関連するコードリスト 

HICRRS Procedure 

Codes 

Names in Japanese 

150121610 乳腺悪性腫瘍手術（単純乳房切除術（乳腺全摘術））  

150121710 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施しない） 

150121810 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施する） 

150121910 乳腺悪性腫瘍手術（拡大乳房切除術（郭清を併施する））  

150122150 乳腺悪性腫瘍手術と両側腋窩リンパ節郭清術 

150316510 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩部郭清を伴わない））  

150386410 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩部郭清を伴わない）） 

150386510 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩部郭清を伴う））  

150121410 乳房切除術 

150413710 乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 
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補足資料 4：乳がんの発症を定義する診断コードリスト 
 

ICD-10 Codes HICRRS Illness Codes Names in Japanese 

C509 1749008 乳癌 

C509 1749011 乳腺悪性腫瘍 

C509 1749015 乳房悪性腫瘍 

C509 8830917 炎症性乳癌 

C505 8838464 乳房下外側部乳癌 

C503 8838465 乳房下内側部乳癌 

C504 8838475 乳房上外側部乳癌 

C502 8838476 乳房上内側部乳癌 

C501 8838483 乳房中央部乳癌 

C500 8838489 乳房パジェット病 

C509 8842759 進行乳癌 

C500 8845450 乳頭部乳癌 

C508 8845451 乳房境界部乳癌 

C500 8845452 乳輪部乳癌 

C508 8848690 異所性乳癌 

C509 8848722 浸潤性乳管癌 

C509 8848743 多発乳癌 

C509 8848773 乳頭腺管癌 

C506 8848843 腋窩部乳癌 

C509 8849183 乳腺硬癌 

C509 8849184 乳腺充実腺管癌 

C509 8849699 ＨＥＲ２陽性乳癌 

C509 8851374 ＨＥＲ２低発現乳癌 

C509 8851421 浸潤性小葉癌 
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補足資料 5：乳がん発症を定義する医薬品コードリスト 

 
HICRRS Medication 

Codes 

WHO-

ATC 

Codes 

 

 
Product Names in Japanese 

622028701 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ＮＫ」 

620009353 L01BC53 ティーエスワン配合顆粒Ｔ２０ 

620004118 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「サンド」 

622420001 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「明治」 

621954501 L01CA04 ロゼウス静注液４０ｍｇ 

622418401 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「アメル」 

620919501 L01CE02 トポテシン点滴静注４０ｍｇ 

629900601 L01FF05 テセントリク点滴静注８４０ｍｇ 

620003715 L01BC01 キロサイド注４０ｍｇ 

621954401 L01CA04 ロゼウス静注液１０ｍｇ 

621929901 L01BC53 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ１００ 

622215301 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／２ｍＬ「サンド」 

622237001 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「トーワ」 

622513101 L01DB08 ピノルビン注射用３０ｍｇ 

629905901 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注１００ｍｇ「ファイザー」 

622497901 L01BC53 エスエーワン配合ＯＤ錠Ｔ２０ 

622215401 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／８ｍＬ「サンド」 

644290005 L01DB07 ノバントロン注１０ｍｇ 

622272101 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「トーワ」 

622272001 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「トーワ」 

622659801 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用１５０ｍｇ「第一三共」 

622255001 L01BC53 エヌケーエスワン配合カプセルＴ２５ 

622238501 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「アメル」 

621754602 L01XA02 カルボプラチン注射液１５０ｍｇ「日医工」 

622059801 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「タイヨー」 

622213701 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ザイダス」 

620009249 L02AA03 プロセキソール錠０．５ｍｇ 

620009519 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ＮＫ」 

622222701 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「マイラン」 

622231801 L01CD02 ドセタキセル点滴静注用２０ｍｇ「あすか」 

620009515 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ＮＫ」 
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HICRRS Medication 

Codes 

WHO-

ATC 

Codes 

 

 
Product Names in Japanese 

622882601 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＳＷ」 

622659701 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用６０ｍｇ「第一三共」 

620003763 L01DB08 テラルビシン注射用２０ｍｇ 

614210128 L01BC02 フルツロンカプセル１００ 

620003762 L01DB08 テラルビシン注射用１０ｍｇ 

622393101 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「日医工」 

621994401 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「サンド」 

622091201 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「あすか」 

620009527 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「マイラン」 

622760500 L01CD01 パクリタキセル３０ｍｇ５ｍＬ注射液［統］ 

622393001 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「日医工」 

614210004 L01BC02 ５－ＦＵ錠５０協和 

610407023 L02BA02 フェアストン錠６０ 

622222601 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＦＦＰ」 

622019701 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ホスピーラ」 

640454032 L01DB07 ノバントロン注２０ｍｇ 

621966501 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「サンド」 

621966701 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「サンド」 

622317900 L02BA01 タモキシフェンクエン酸塩２０ｍｇ錠［統］ 

622220301 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＳＮ」 

620003717 L01BC01 キロサイド注１００ｍｇ 

622417601 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「ファイザー」 

620009354 L01BC53 ティーエスワン配合顆粒Ｔ２５ 

622062105 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ＮＩＧ」 

622098303 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「ＴＹＫ」 

622098103 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＴＹＫ」 

622091101 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「あすか」 

622417701 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「ファイザー」 

622019601 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ホスピーラ」 

620009524 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「マイラン」 

620009521 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「サンド」 

622256001 L01BC53 エスエーワン配合カプセルＴ２０ 
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622062205 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ＮＩＧ」 

622098203 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「ＴＹＫ」 

622098901 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「サワイ」 

629919401 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注４００ｍｇ「日医工」 

629919301 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注１００ｍｇ「日医工」 

620009517 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「サンド」 

622290401 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ＨＫ」 

622099001 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「サワイ」 

622290501 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ＨＫ」 

622397201 L01BC53 ＥＥエスワン配合錠Ｔ２５ 

622231901 L01CD02 ドセタキセル点滴静注用８０ｍｇ「あすか」 

620001885 L02BA01 タモキシフェンクエン酸塩１０ｍｇ錠［統］ 

622434801 L01BC53 エヌケーエスワン配合顆粒Ｔ２５ 

614210003 L01BC02 ５－ＦＵ錠１００協和 

622430801 L01BC53 エスエーワン配合顆粒Ｔ２０ 

622397301 L01BC53 エスワンケーケー配合錠Ｔ２０ 

622434701 L01BC53 エヌケーエスワン配合顆粒Ｔ２０ 

622761300 L01XA02 カルボプラチン４５０ｍｇ４５ｍＬ注射液［統］ 

622760600 L01CD01 パクリタキセル１００ｍｇ１６．７ｍＬ注射液［統］ 

620921701 L02BA01 タモキシフェン錠１０ｍｇ「サワイ」 

621495301 L02AE02 リュープリンＳＲ注射用キット１１．２５ｍｇ 

622075101 L02BA01 タモキシフェン錠２０ｍｇ「日医工」 

610462026 L02BG06 アロマシン錠２５ｍｇ 

621930101 L01BC53 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ２００ 

610470009 L01BC06 ゼローダ錠３００ 

620005206 L01DB08 ピノルビン注射用１０ｍｇ 

640462004 L02AE03 ゾラデックスＬＡ１０．８ｍｇデポ 

620003593 L02BA01 ノルバデックス錠１０ｍｇ 

620003507 L02BG03 アリミデックス錠１ｍｇ 

620004872 L01FG01 アバスチン点滴静注用１００ｍｇ／４ｍＬ 

620003467 L02BG04 フェマーラ錠２．５ｍｇ 

622069801 L01FD01 ハーセプチン注射用６０ 
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622429901 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「Ｆ」 

620005207 L01DB08 ピノルビン注射用２０ｍｇ 

622429301 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ＥＥ」 

622053001 L02BA01 タモキシフェン錠２０ｍｇ「サワイ」 

622671301 L02BA01 タモキシフェン錠２０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

622435201 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＮＫ」 

620921905 L02BA01 タモキシフェン錠２０ｍｇ「ＭＹＬ」 

620003594 L02BA01 ノルバデックス錠２０ｍｇ 

622444901 L02AE02 リュープリンＰＲＯ注射用キット２２．５ｍｇ 

620555101 L02AE02 リュープリン注射用３．７５ｍｇ 

642490105 L02AE03 ゾラデックス３．６ｍｇデポ 

622429401 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ＥＥ」 

610407022 L02BA02 フェアストン錠４０ 

622085201 L01XX41 ハラヴェン静注１ｍｇ 

622671201 L02BA01 タモキシフェン錠１０ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

620004170 L01CD01 パクリタキセル注３０ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」 

622431001 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「サワイ」 

620004873 L01FG01 アバスチン点滴静注用４００ｍｇ／１６ｍＬ 

621970101 L01CD01 アブラキサン点滴静注用１００ｍｇ 

620008175 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「サワイ」 

622436701 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「日医工」 

622208701 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＮＫ」 

644210037 L01AA01 注射用エンドキサン５００ｍｇ 

622417403 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＶＴＲＳ」 

629906001 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注４００ｍｇ「ファイザー」 

640451013 L01FD01 ハーセプチン注射用１５０ 

640454013 L01BC05 ジェムザール注射用２００ｍｇ 

620003675 L01DB01 アドリアシン注用１０ 

620007225 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「ＮＫ」 

622412801 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「トーワ」 

622255101 L01FD02 パージェタ点滴静注４２０ｍｇ／１４ｍＬ 

622629001 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用１５０ｍｇ「ＣＴＨ」 
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622630701 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用６０ｍｇ「ＮＫ」 

620003751 L01CD01 タキソール注射液３０ｍｇ 

620007224 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「ＮＫ」 

622375101 L01CD01 パクリタキセル点滴静注液１００ｍｇ／１６．７ｍＬ「ホスピーラ」 

621970202 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ＳＵＮ」 

622695801 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「ＮＫ」 

622418402 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「サンド」 

620004006 L02BA02 トレミフェン錠４０ｍｇ「サワイ」 

622411401 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ヤクルト」 

622630801 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用１５０ｍｇ「ＮＫ」 

622082001 L01CD01 パクリタキセル点滴静注液３０ｍｇ「サンド」 

622047901 L01BC02 ５－ＦＵ注１０００ｍｇ 

621980901 L01EG02 アフィニトール錠５ｍｇ 

622515801 L01FF02 キイトルーダ点滴静注１００ｍｇ 

622435002 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ニプロ」 

621900402 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ＳＵＮ」 

620007254 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液５０ｍｇ「ＮＫ」 

640432005 L01CA04 ナベルビン注４０ 

620001938 L01FD01 ハーセプチン注射用６０ 

622069901 L01FD01 ハーセプチン注射用１５０ 

622427401 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

622264501 L01FD03 カドサイラ点滴静注用１６０ｍｇ 

620008174 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「サワイ」 

622412601 L01BC02 フルオロウラシル注１０００ｍｇ「トーワ」 

620003791 L01DB03 ファルモルビシンＲＴＵ注射液５０ｍｇ 

622671101 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＤＳＥＰ」 

620004732 L01XA02 パラプラチン注射液５０ｍｇ 

622586601 L01EF01 イブランスカプセル１２５ｍｇ 

622586501 L01EF01 イブランスカプセル２５ｍｇ 

620915001 L01BC53 ユーエフティ配合カプセルＴ１００ 

622115801 L02BG06 エキセメスタン錠２５ｍｇ「ＮＫ」 

622435102 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ニプロ」 
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622703401 L01EF01 イブランス錠２５ｍｇ 

620008693 L02AB02 ヒスロンＨ錠２００ｍｇ 

622101401 L02BA03 フェソロデックス筋注２５０ｍｇ 

620003752 L01CD01 タキソール注射液１００ｍｇ 

620005941 L01AA01 エンドキサン錠５０ｍｇ 

640453101 L01AA01 注射用エンドキサン１００ｍｇ 

622656401 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「サワイ」 

640454012 L01BC05 ジェムザール注射用１ｇ 

622213401 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「Ｆ」 

620007256 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「ＮＫ」 

620555401 L02AE02 リュープリン注射用キット３．７５ｍｇ 

620004733 L01XA02 パラプラチン注射液１５０ｍｇ 

622628901 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用６０ｍｇ「ＣＴＨ」 

622264401 L01FD03 カドサイラ点滴静注用１００ｍｇ 

621983201 L01DB01 ドキソルビシン塩酸塩注射用１０ｍｇ「ＮＫ」 

620921005 L02BA01 タモキシフェン錠１０ｍｇ「ＭＹＬ」 

622654001 L01EF03 ベージニオ錠１５０ｍｇ 

622259201 L01CD01 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「ＮＰ」 

620009516 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「サワイ」 

622882801 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「ＳＷ」 

620003714 L01BC01 キロサイド注２０ｍｇ 

621995401 L01DB01 ドキソルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ「サンド」 

622882701 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「ＳＷ」 

622408601 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ヤクルト」 

621983301 L01DB01 ドキソルビシン塩酸塩注射用５０ｍｇ「ＮＫ」 

622204401 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＪＧ」 

621970302 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ＳＵＮ」 

622703501 L01EF01 イブランス錠１２５ｍｇ 

620009520 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「サワイ」 

622259101 L01CD01 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「ＮＰ」 

622041701 L02BA01 タモキシフェン錠２０ｍｇ「明治」 

620003792 L01DB03 ファルモルビシン注射用１０ｍｇ 
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620009526 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「ＮＫ」 

620538401 L02AB02 メドロキシプロゲステロン酢酸エステル錠２００ｍｇ「Ｆ」 

620919901 L01CD02 タキソテール点滴静注用８０ｍｇ 

620004171 L01CD01 パクリタキセル注１００ｍｇ／１６．７ｍＬ「ＮＫ」 

622412501 L01BC02 フルオロウラシル注２５０ｍｇ「トーワ」 

622408501 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ヤクルト」 

622192601 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＥＥ」 

622218301 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「サワイ」 

622295601 L01CD02 ドセタキセル点滴静注用８０ｍｇ「サワイ」 

622432001 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「テバ」 

622677701 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「トーワ」 

622195001 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「トーワ」 

622229101 L01BC02 ５－ＦＵ注２５０ｍｇ 

620007255 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「ＮＫ」 

622607001 L01XK01 リムパーザ錠１５０ｍｇ 

622422101 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＪＧ」 

622653901 L01EF03 ベージニオ錠１００ｍｇ 

640432004 L01CA04 ナベルビン注１０ 

622606901 L01XK01 リムパーザ錠１００ｍｇ 

620009523 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「ＮＫ」 

622295501 L01CD02 ドセタキセル点滴静注用２０ｍｇ「サワイ」 

622375001 L01CD01 パクリタキセル点滴静注液３０ｍｇ／５ｍＬ「ホスピーラ」 

622082101 L01CD01 パクリタキセル点滴静注液１００ｍｇ「サンド」 

621973501 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用１ｇ「ヤクルト」 

622266601 L02AE02 リュープロレリン酢酸塩注射用キット３．７５ｍｇ「あすか」 

621973401 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ヤクルト」 

622215501 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「サンド」 

622208401 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「日医工」 

620003793 L01DB03 ファルモルビシン注射用５０ｍｇ 

622429201 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＥＥ」 

622285301 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／８ｍＬ「ホスピーラ」 

620000328 L01DC03 マイトマイシン注用２ｍｇ 
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622068601 L01CD02 ワンタキソテール点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ 

622009102 L01CD01 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「ファイザー」 

620005689 L01CD01 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「サワイ」 

622068501 L01CD02 ワンタキソテール点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ 

622298401 L02AE02 リュープロレリン酢酸塩注射用キット３．７５ｍｇ「ＮＰ」 

622354801 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「ＮＫ」 

622014001 L01DB01 アドリアシン注用５０ 

614210129 L01BC02 フルツロンカプセル２００ 

622283201 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「テバ」 

620005688 L01CD01 パクリタキセル注射液３０ｍｇ「サワイ」 

622354901 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「ＮＫ」 

622158303 L02BG06 エキセメスタン錠２５ｍｇ「ＮＩＧ」 

622427901 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ケミファ」 

622243001 L01BC53 ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２０ 

622285201 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／２ｍＬ「ホスピーラ」 

620003790 L01DB03 ファルモルビシンＲＴＵ注射液１０ｍｇ 

620919801 L01CD02 タキソテール点滴静注用２０ｍｇ 

629905001 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注４００ｍｇ「第一三共」 

622019501 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液１００ｍｇ「ホスピーラ」 

622413201 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＦＦＰ」 

622653801 L01EF03 ベージニオ錠５０ｍｇ 

622180501 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「明治」 

620003718 L01BC01 キロサイド注２００ｍｇ 

622009202 L01CD01 パクリタキセル注射液１００ｍｇ「ファイザー」 

622198501 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ケミファ」 

622019401 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ホスピーラ」 

622356501 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液８０ｍｇ／４ｍＬ「サワイ」 

621911601 L01EH01 タイケルブ錠２５０ｍｇ 

622356401 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液２０ｍｇ／１ｍＬ「サワイ」 

620921501 L02BA01 タモキシフェン錠１０ｍｇ「明治」 

622295001 L01CD02 ドセタキセル点滴静注８０ｍｇ／４ｍＬ「ケミファ」 

622594601 L01FF05 テセントリク点滴静注１２００ｍｇ 
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620004734 L01XA02 パラプラチン注射液４５０ｍｇ 

622118803 L02BG06 エキセメスタン錠２５ｍｇ「ＶＴＲＳ」 

621995301 L01DB01 ドキソルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ「サンド」 

622438901 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ニプロ」 

622293901 L01XX ユニタルク胸膜腔内注入用懸濁剤４ｇ 

622256101 L01BC53 エスエーワン配合カプセルＴ２５ 

629907101 L01FD04 エンハーツ点滴静注用１００ｍｇ 

622283101 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「テバ」 

629904901 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注１００ｍｇ「第一三共」 

622679001 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「ヤクルト」 

622246701 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「ホスピーラ」 

622246601 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「ホスピーラ」 

620920504 L02BA01 タモキシフェン錠１０ｍｇ「日医工」 

621754702 L01XA02 カルボプラチン注射液４５０ｍｇ「日医工」 

621754502 L01XA02 カルボプラチン注射液５０ｍｇ「日医工」 

622294901 L01CD02 ドセタキセル点滴静注２０ｍｇ／１ｍＬ「ケミファ」 

622498001 L01BC53 エスエーワン配合ＯＤ錠Ｔ２５ 

621930001 L01BC53 ユーエフティＥ配合顆粒Ｔ１５０ 

620003716 L01BC01 キロサイド注６０ｍｇ 

622674301 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「日医工」 

621966601 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液５０ｍｇ／２５ｍＬ「サワイ」 

620007257 L01CE02 カンプト点滴静注４０ｍｇ 

622216801 L01EG02 アフィニトール錠２．５ｍｇ 

629921101 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注４００ｍｇ「ＣＴＮＫ」 

622211201 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＮＰ」 

622487401 L01BC53 エヌケーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５ 

629921901 L01FD01 ハーセプチン注射用６０ 

622433901 L02BG04 レトロゾール錠２．５ｍｇ「ＫＮ」 

620004122 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液４５０ｍｇ「サンド」 

621966401 L01DB03 エピルビシン塩酸塩注射液１０ｍｇ／５ｍＬ「サワイ」 

620007258 L01CE02 カンプト点滴静注１００ｍｇ 

622679301 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用１５０ｍｇ「ファイザー」 
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HICRRS Medication 

Codes 

WHO-

ATC 

Codes 

 

 
Product Names in Japanese 

622700101 L01BC06 カペシタビン錠３００ｍｇ「ＪＧ」 

620919701 L01CE02 トポテシン点滴静注１００ｍｇ 

622285401 L01CD02 ドセタキセル点滴静注液１２０ｍｇ／１２ｍＬ「ホスピーラ」 

622028601 L01BC05 ゲムシタビン点滴静注用２００ｍｇ「ＮＫ」 

622254901 L01BC53 エヌケーエスワン配合カプセルＴ２０ 

622679201 L01FD01 トラスツズマブＢＳ点滴静注用６０ｍｇ「ファイザー」 

620000329 L01DC03 マイトマイシン注用１０ｍｇ 

620005690 L01CD01 パクリタキセル注射液１５０ｍｇ「サワイ」 

621900302 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「ＳＵＮ」 

622202701 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「ＫＮ」 

620005148 L01DB04 アクラシノン注射用２０ｍｇ 

620915501 L01BC53 ティーエスワン配合カプセルＴ２０ 

622169001 L02BA02 トレミフェン錠６０ｍｇ「サワイ」 

622487301 L01BC53 エヌケーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２０ 

622243101 L01BC53 ティーエスワン配合ＯＤ錠Ｔ２５ 

620004120 L01XA02 カルボプラチン点滴静注液１５０ｍｇ「サンド」 

629921001 L01FG01 ベバシズマブＢＳ点滴静注１００ｍｇ「ＣＴＮＫ」 

629922001 L01FD01 ハーセプチン注射用１５０ 

622236901 L01CE02 イリノテカン塩酸塩点滴静注液４０ｍｇ「トーワ」 

622195501 L02BG03 アナストロゾール錠１ｍｇ「テバ」 

620915601 L01BC53 ティーエスワン配合カプセルＴ２５ 
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補足資料 6：乳がん発症を定義する診療行為及び関連病名コードリスト 

Codes Names in Japanese 

Surgery 

150121110 乳腺腫瘍摘出術（長径５ｃｍ未満） 

150121210 乳腺腫瘍摘出術（長径５ｃｍ以上） 

150121610 乳腺悪性腫瘍手術（単純乳房切除術（乳腺全摘術）） 

150121710 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施しない） 

150121810 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術・胸筋切除を併施する） 

150121910 乳腺悪性腫瘍手術（拡大乳房切除術（郭清を併施する）） 

150122150 乳腺悪性腫瘍手術と両側腋窩リンパ節郭清術 

150262710 乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴う）） 

150274610 乳管腺葉区域切除術 

150303110 乳腺悪性腫瘍手術（乳房部分切除術（腋窩部郭清を伴わない）） 

150316510 乳腺悪性腫瘍手術（乳房切除術（腋窩部郭清を伴わない）） 

150345870 乳がんセンチネルリンパ節加算１ 

150345970 乳がんセンチネルリンパ節加算２ 

150386410 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩部郭清を伴わない）） 

150386510 乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩部郭清を伴う）） 

130007970 抗悪性腫瘍剤動脈内持続注入用植込型カテーテル設置（開腹） 

130010050 抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置（開腹） 

130010350 抗悪性腫瘍剤腹腔内持続注入用植込型カテーテル設置（開腹） 

130008070 抗悪性腫瘍剤動脈内持続注入用植込型カテーテル設置（四肢） 

130010150 抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置（四肢） 

130008170 抗悪性腫瘍剤動脈内持続注入用植込型カテーテル設置（頭頸部その他） 

130010250 抗悪性腫瘍剤静脈内持続注入用植込型カテーテル設置（頭頸部その他） 

150284510 頭蓋内腫瘍摘出術（その他） 

150121410 乳房切除術 

150413710 乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 

Radiotherapy 

113001110 放射線治療管理料（１門照射） 

180018410 放射線治療管理料（非対向２門照射） 

180018510 放射線治療管理料（４門以上の照射） 

180019010 放射線治療管理料（対向２門照射） 

180019210 放射線治療管理料（原体照射） 

180019310 放射線治療管理料（運動照射） 
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Codes Names in Japanese 

180020170 放射線治療専任加算（放射線治療管理料） 

180026810 放射線治療管理料（外部照射） 

180027010 放射線治療管理料（組織内照射） 

180031710 放射線治療管理料（ＩＭＲＴによる体外照射） 

180031870 外来放射線治療加算（放射線治療管理料） 

999900464 【Ｊ】放射線治療管理料（分布図の作成１回につき）１（１門照射、対向２門照射又は外部照射を行 

った場合） 

999900465 【Ｊ】放射線治療管理料（分布図の作成１回につき）２（非対向２門照射、３門照射又は腔内照射を 

行った場合） 

999900466 【Ｊ】放射線治療管理料（分布図の作成１回につき）３（４門以上の照射、運動照射、原体照射又は 

組織内照射を行った場合） 

113011310 医療機器安全管理料（放射線治療計画策定） 

180008810 体外照射（エックス線表在治療）（１回目） 

180018910 ガンマナイフによる定位放射線治療 

180020710 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（１門照射） 

180021010 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（３門照射） 

180033770 画像誘導放射線治療加算 

180020810 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（対向２門照射） 

180020910 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（非対向２門照射） 

180021110 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（４門以上の照射） 

180021210 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（運動照射） 

180021310 体外照射（高エネルギー放射線治療）（１回目）（原体照射） 

180021410 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（１門照射） 

180021710 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（３門照射） 

180019710 直線加速器による放射線治療（定位放射線治療） 

180021510 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（対向２門照射） 

180021610 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（非対向２門照射） 

180021810 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（４門以上の照射） 

180021910 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（運動照射） 

180022010 体外照射（高エネルギー放射線治療）（２回目）（原体照射） 

180026750 直線加速器による放射線治療（定位放射線治療・体幹部に対する） 

180019110 放射線治療管理料（３門照射） 

180009410 密封小線源治療（外部照射） 

180009610 密封小線源治療（組織内照射）（その他） 
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Codes Names in Japanese 

180018610 密封小線源治療（組織内照射）（高線量率イリジウム照射） 

180032310 密封小線源治療（組織内照射）（新型コバルト小線源治療装置） 

180012810 電磁波温熱療法（深在性悪性腫瘍） 

180019410 体外照射（エックス線表在治療）（２回目） 

180031910 体外照射（ＩＭＲＴ） 

180016970 体外照射用固定器具加算（体外照射） 

180035270 体外照射呼吸性移動対策加算 

180025270 施設基準不適合減算（放射線）（１００分の７０） 

180047170 画像誘導密封小線源治療加算 

180054770 画像誘導放射線治療加算（骨構造の位置情報） 

180054870 画像誘導放射線治療加算（腫瘍の位置情報） 

180054670 画像誘導放射線治療加算（体表面の位置情報） 

180033510 放射性同位元素内用療法管理料（固形癌骨転移） 

180035310 直線加速器による放射線治療（１以外） 

180043270 一回線量増加加算（全乳房照射） 

180035570 定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他） 

180035470 定位放射線治療呼吸性移動対策加算（動体追尾法） 

Chemotherapy and related disease 

Chemotherapy 

113038010 外来腫瘍化学療法診療料１（抗悪性腫瘍剤を投与） 

113041570 連携充実加算（外来腫瘍化学療法診療料１・イ） 

113038110 外来腫瘍化学療法診療料１（抗悪性腫瘍剤投与その他必要な治療管理） 

113039670 休日加算（再診）（外来腫瘍化学療法診療料） 

113038210 外来腫瘍化学療法診療料２（抗悪性腫瘍剤を投与） 

113038310 外来腫瘍化学療法診療料２（抗悪性腫瘍剤投与その他必要な治療管理） 

113040770 深夜加算（外来診療料）（外来腫瘍化学療法診療料） 

113040670 休日加算（外来診療料）（外来腫瘍化学療法診療料） 

113040570 時間外加算（外来診療料）（外来腫瘍化学療法診療料） 

113039770 深夜加算（再診）（外来腫瘍化学療法診療料） 

113041670 バイオ後続品導入初期加算（外来腫瘍化学療法診療料） 

113040970 時間外特例医療機関加算（外来診療料）（外来腫瘍化学療法診療料） 

130007510 抗悪性腫瘍剤局所持続注入 

130013790 バイオ後続品導入初期加算（外来化学療法加算） 

130014190 外来化学療法加算２（１５歳以上） 
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Codes Names in Japanese 

130013990 外来化学療法加算１（１５歳以上） 

130012390 外来化学療法加算１（抗悪性腫瘍剤以外の薬剤・１５歳以上） 

130012590 外来化学療法加算２（抗悪性腫瘍剤以外の薬剤・１５歳以上） 

130012890 外来化学療法加算１（抗悪性腫瘍剤・１５歳以上） 

130013090 外来化学療法加算２（抗悪性腫瘍剤・１５歳以上） 

130011390 外来化学療法加算２ 

130010870 外来化学療法加算１ 

130008350 抗悪性腫瘍剤静脈内局所持続注入 

Related disease 

8841650 化学療法に伴う嘔吐症 
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補足資料 7：曝露（HRT）を定義するコードリスト 

HICRRS 

Medication Codes 

WHO- 

ATC Codes 

Product Names in Japanese Types Subtypes Application methods Estrogen dosage, 

mg/unit 

Progestogen 

dosage, mg/unit 

620534001 G03C オバホルモンデポー筋注５ｍｇ Estrogen Estradiol Intramuscular injection 5 NA 

620005832 G03C ディビゲル１ｍｇ Estrogen Estradiol Transdermal 1 NA 

620006392 G03C エストラーナテープ０．７２ｍｇ ９ｃｍ 

２ 

Estrogen Estradiol Transdermal 0.72 NA 

620006800 G03C ジュリナ錠０．５ｍｇ Estrogen Estradiol Oral 0.5 NA 

622159201 G03C ル・エストロジェル０．０６％ Estrogen Estradiol Transdermal 0.54 NA 

622437601 G03C エストラーナテープ０．０９ｍｇ １．１ 

２５ｃｍ２ 

Estrogen Estradiol Transdermal 0.09 NA 

622437701 G03C エストラーナテープ０．１８ｍｇ ２．２ 

５ｃｍ２ 

Estrogen Estradiol Transdermal 0.18 NA 

622437801 G03C エストラーナテープ０．３６ｍｇ ４．５ 

ｃｍ２ 

Estrogen Estradiol Transdermal 0.36 NA 

622944901 G03C エストラジオール錠０．５ｍｇ「Ｆ」 Estrogen Estradiol Oral 0.5 NA 

620006313 G03C ペラニンデポー筋注５ｍｇ Estrogen Estradiol Intramuscular injection 5 NA 

620006314 G03C ペラニンデポー筋注１０ｍｇ Estrogen Estradiol Intramuscular injection 10 NA 

620007485 G03C プロギノン・デポー筋注１０ｍｇ Estrogen Estradiol Intramuscular injection 10 NA 

610441034 G03C エストリオール錠１ｍｇ「科薬」 Estrogen Estriol Oral 1 NA 

612470002 G03C エストリール錠１００γ  ０．１ｍｇ Estrogen Estriol Oral 0.1 NA 

612470003 G03C エストリール錠１ｍｇ（持田） Estrogen Estriol Oral 1 NA 
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HICRRS 

Medication Codes 

WHO- 

ATC Codes 

Product Names in Japanese Types Subtypes Application methods Estrogen dosage, 

mg/unit 

Progestogen 

dosage, mg/unit 

612470041 G03C ホーリン錠１ｍｇ Estrogen Estriol Oral 1 NA 

612470049 G03C エストリール錠０．５ｍｇ Estrogen Estriol Oral 0.5 NA 

612470079 G03C エストリオール錠 ０．１ｍｇ Estrogen Estriol Oral 0.1 NA 

612470080 G03C エストリオール錠 ０．５ｍｇ Estrogen Estriol Oral 0.5 NA 

612470081 G03C エストリオール錠 １ｍｇ Estrogen Estriol Oral 1 NA 

620004457 G03C エストリオール錠１ｍｇ「Ｆ」 Estrogen Estriol Oral 1 NA 

620004791 G03C エストリオール腟錠０．５ｍｇ「Ｆ」 Estrogen Estriol Vaginal 0.5 NA 

620006209 G03C エストリールデポー注１０ｍｇ １ｍＬ Estrogen Estriol Intramuscular injection 10 NA 

620006525 G03C ホーリンＶ腟用錠１ｍｇ Estrogen Estriol Vaginal 1 NA 

620007609 G03C エストリール腟錠０．５ｍｇ Estrogen Estriol Vaginal 0.5 NA 

612470033 G03C プレマリン錠０．６２５ｍｇ Estrogen Conjugated estrogens Oral 0.625 NA 

622877501 G03D エフメノカプセル１００ｍｇ Progestogen Progesterone Oral NA 100 

610412174 G03D メドキロン錠２．５ ２．５ｍｇ Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 

610454075 G03D プロゲストン錠２．５ｍｇ Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 

610454076 G03D プロゲストン錠５ｍｇ Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 5 

612470030 G03D ヒスロン錠５ ５ｍｇ Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 5 

620537901 G03D プロベラ錠２．５ｍｇ Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 

620538001 G03D メドロキシプロゲステロン酢酸エステル 

錠２．５ｍｇ「ＰＰ」 

Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 
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HICRRS 

Medication Codes 

WHO- 

ATC Codes 

Product Names in Japanese Types Subtypes Application methods Estrogen dosage, 

mg/unit 

Progestogen 

dosage, mg/unit 

621285301 G03D メドロキシプロゲステロン酢酸エステル 

錠２．５ｍｇ「トーワ」 

Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 

620537802 G03D メドロキシプロゲステロン酢酸エステル 

錠２．５ｍｇ「Ｆ」 

Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 2.5 

620538201 G03D メドロキシプロゲステロン酢酸エステル 

錠５ｍｇ「Ｆ」 

Progestogen Medroxyprogesterone Oral NA 5 

620008653 G03D デュファストン錠５ｍｇ Progestogen Dydrogesterone Oral NA 5 

620008557 G03F ウェールナラ配合錠 Estrogen-progestogen Estradiol and 

levonorgestrel 

Oral 1 0.04 

620008569 G03F メノエイドコンビパッチ Estrogen-progestogen Estradiol and 

norethisterone acetate 

Transdermal 0.05 0.14 
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補足資料 8：共変量（病歴・手術歴）を定義するためのコードリスト 

Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

 
History of Ovariectomy or Hysterectomy 

 
HICRRS Procedure Codes 

 
150217410 

 

子宮腟上部切断術 

 
History of Ovariectomy or Hysterectomy 

 
HICRRS Procedure Codes 

 
150366010 

 

腹腔鏡下子宮腟上部切断術 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150217510 子宮全摘術 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150272250 腹腔鏡下腟式子宮全摘術 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150409210 腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器使用） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150217710 子宮悪性腫瘍手術 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150379810 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150409310 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る・手術用支援機器使用） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150409810 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150220010 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（開腹） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150421910 子宮附属器腫瘍摘出術（両側、開腹、遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150270010 子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（腹腔鏡） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150422010 子宮附属器腫瘍摘出術（両側、腹腔鏡、遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者） 

History of Ovariectomy or Hysterectomy HICRRS Procedure Codes 150220710 子宮附属器悪性腫瘍手術（両側） 

History of Type 2 Diabetes ICD-10 Codes E11 ２型＜インスリン非依存性＞糖尿病＜NIDDM> 

History of Type 2 Diabetes ICD-10 Codes E14 詳細不明の糖尿病 

History of Type 2 Diabetes ICD-10 Codes D24 乳房の良性新生物＜腫瘍＞ 

History of Depression ICD-10 Codes F32 うつ病エピソード 
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Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

History of Depression ICD-10 Codes F330 反復性うつ病性障害，現在軽症エピソード 

History of Depression ICD-10 Codes F331 反復性うつ病性障害，現在中等症エピソード 

History of Depression ICD-10 Codes F332 反復性うつ病性障害，現在精神病症状を伴わない重症エピソード 

History of Depression ICD-10 Codes F333 反復性うつ病性障害，現在精神病症状を伴う重症エピソード 

History of Depression ICD-10 Codes F338 その他の反復性うつ病性障害 

History of Depression ICD-10 Codes F339 反復性うつ病性障害，詳細不明 

History of Depression ICD-10 Codes F341 気分変調症＜Dysthymia＞ 

History of Depression ICD-10 Codes F412 混合性不安抑うつ障害 

History of Osteoporosis ICD-10 Codes M80 骨粗しょう＜鬆＞症＜オステオポローシス＞，病的骨折を伴うもの 

History of Osteoporosis ICD-10 Codes M81 骨粗しょう＜鬆＞症＜オステオポローシス＞，病的骨折を伴わないもの 

History of Osteoporosis ICD-10 Codes M82 他に分類される疾患における骨粗しょう＜鬆＞症＜オステオポローシス＞ 

History of Other Cancers: 
   

Hematological ICD-10 Codes C81 ホジキン＜Hodgkin＞リンパ腫 

Hematological ICD-10 Codes C82 ろ＜濾＞胞性リンパ腫 

Hematological ICD-10 Codes C83 非ろ＜濾＞胞性リンパ腫 

Hematological ICD-10 Codes C84 成熟 T/NK 細胞リンパ腫 

Hematological ICD-10 Codes C85 非ホジキン＜non-Hodgkin＞リンパ腫のその他及び詳細不明の型 

Hematological ICD-10 Codes C86 T/NK 細胞リンパ腫のその他の明示された型 

Hematological ICD-10 Codes C88 悪性免疫増殖性疾患 

Hematological ICD-10 Codes C90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞性新生物＜腫瘍＞ 

Hematological ICD-10 Codes C91 リンパ性白血病 
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Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

Hematological ICD-10 Codes C92 骨髄性白血病 

Hematological ICD-10 Codes C93 単球性白血病 

Hematological ICD-10 Codes C94 細胞型の明示されたその他の白血病 

Hematological ICD-10 Codes C95 細胞型不明の白血病 

Hematological ICD-10 Codes C96 リンパ組織，造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Cervical ICD-10 Codes C53 子宮頚部の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Colorectal ICD-10 Codes C18 結腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Colorectal ICD-10 Codes C19 直腸S 状結腸移行部の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Colorectal ICD-10 Codes C20 直腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Lung ICD-10 Codes C34 気管支及び肺の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Melanoma ICD-10 Codes C43 皮膚の悪性黒色腫 

Ovarian ICD-10 Codes C56 卵巣の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Uterine ICD-10 Codes C54 子宮体部の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C00 口唇の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C01 舌根＜基底＞部の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C02 舌のその他及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C03 歯肉の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C04 口（腔）底の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C05 口蓋の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C07 耳下腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
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Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

Others ICD-10 Codes C08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C09 扁桃の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C10 中咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C11 鼻＜上＞咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C12 梨状陥凹＜洞＞の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C13 下咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C14 その他及び部位不明確の口唇，口腔及び咽頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C15 食道の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C16 胃の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C17 小腸の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C21 肛門及び肛門管の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C22 肝及び肝内胆管の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C25 膵の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C30 鼻腔及び中耳の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C31 副鼻腔の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C32 喉頭の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C33 気管の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C37 胸腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 
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Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

Others ICD-10 Codes C38 心臓，縦隔及び胸膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C40 （四）肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C44 皮膚のその他の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C45 中皮腫 

Others ICD-10 Codes C46 カポジ＜Kaposi＞肉腫 

Others ICD-10 Codes C47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C51 外陰（部）の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C52 腟の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C55 子宮の悪性新生物＜腫瘍＞，部位不明 

Others ICD-10 Codes C57 その他及び部位不明の女性生殖器の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C58 胎盤の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C64 腎盂を除く腎の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C65 腎盂の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C66 尿管の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C67 膀胱の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C68 その他及び部位不明の尿路の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C69 眼及び付属器の悪性新生物＜腫瘍＞ 
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Covariates Types of Referencing Codes Codes Names in Japanese 

Others ICD-10 Codes C70 髄膜の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C71 脳の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C72 脊髄，脳神経及びその他の中枢神経系の部位の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C73 甲状腺の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C74 副腎の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C76 その他及び部位不明確の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C79 その他の部位及び部位不明の続発性悪性新生物＜腫瘍＞ 

Others ICD-10 Codes C80 悪性新生物＜腫瘍＞，部位が明示されていないもの 




